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神
戸
市
の
実
証
実
験
か
ら

レ
ポ
ー
ト

＊1　新型コロナウイルス感染症対策となり得る、スタートアップからのテクノロジーや提案を支援する事業

「
コ
ロ
ナ
疲
れ
」を
見
え
る
化

明
ら
か
に
な
っ
た
４
つ
の
対
策

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
て
以
来
、い
わ
ゆ
る﹁
コ
ロ
ナ
疲
れ
」を
訴
え
る
人
が
増
え
続
け
て

い
る
。し
か
し
、そ
の
内
容
は
、﹁
な
ん
と
な
く
心
が
晴
れ
な
い
」﹁
体
が
だ
る
い
」と
い
っ
た
不
定

愁
訴
で
あ
り
、対
策
も
見
出
し
に
く
い
。こ
う
し
た
状
況
の
下
、神
戸
市
は
昨
年
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ（
企
業
）と
共
同
で
、コ
ロ
ナ
疲
れ
が
市
職
員
の
健
康
に
与
え
る
影
響
を
見
え
る
化
す

る
と
い
う
、興
味
深
い
実
証
実
験
を
行
っ
た
。不
調
に
悩
む
職
員
へ
の
指
導・介
入
の
際
の
参

考
と
し
て
、紹
介
し
た
い
。

エ
ビ
デ
ン
ス
が
確
立
さ
れ
た	

指
標
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
神
戸
市
と
共
同
で
実
証
実
験
を
行
っ
た

株
式
会
社
Ｓ
ｐ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
は
、
ブ
レ
イ
ン

ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域
の
医
療
Ａ
Ｉ
を
提
供
す

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で

あ
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
疲
れ
を
見
え
る
化
す
る
」と
い

う
実
証
実
験
は
同
社
が
神
戸
市
に
提
案
し
、

昨
年
７
月
、「STO

P C
O

V
ID

–19

×

#Technology

」＊
１
に
採
択
さ
れ
た
こ

と
で
実
現
し
た
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
続
く
な
か
、
生
活
様

式
や
働
き
方
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
状
況
が
、
人
々
の
心
身
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
デ
ー
タ
に
よ
り
可
視
化
し
、
早
期
対

策
・
改
善
の
可
能
性
を
模
索
す
る
、
と
い

う
の
が
実
証
実
験
の
目
的
で
あ
る
。

　

そ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
、
複
数
部

署
の
希
望
す
る
市
職
員
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
昨
年
８
月
〜
９
月

（
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
第
二
波
ピ
ー
ク
直

後
）、
10
月
下
旬（
第
二
波
終
了
後
と
第
三

波
到
来
前
の
安
定
期
）、
12
月
中
旬
〜
下
旬

（
第
三
波
到
来
中
）の
計
３
回
実
施
し
、
合

計
で
延
べ
６
３
２
人
の
職
員
が
回
答
し
た
。

　
10
分
程
度
で
回
答
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

質
問
は
、
次
に
挙
げ
る
４
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
大
別
さ
れ
る
。

◦
コ
ロ
ナ
に
よ
る
肉
体
的
、
精
神
的
な
変

化
◦
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
状
況
の
変
化

◦
疲
労
の
度
合
い（
休
み
を
必
要
と
す
る

く
ら
い
、
身
体
の
活
動
能
力
の
低
下
が

長
く
続
い
て
い
る
状
態
を
定
量
化
し
た

指
標
）

◦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
度
合
い（
ス
ト
レ

ス
や
不
安
な
ど
に
由
来
す
る
精
神
的
健

康
状
態
を
定
量
化
し
た
指
標
）

　
質
問
の
詳
細
は
非
公
開
だ
が
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
分
野
や
疲
労
度
測
定
に
お
い
て

確
立
さ
れ
て
い
る
指
標
を
引
用
し
た
と
い

う
。

　
こ
れ
ら
の
回
答
結
果
を
分
析
し
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
生
活
習
慣
な
ど
の
変
化
と
、
疲

労
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
度
合
い
と
の
関

連
を
検
討
し
た
。

　
検
討
は
、
各
測
定
時
点
、
各
測
定
時
点

間
の
変
化
、
３
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
す
べ
て

に
回
答
し
た
職
員
を
対
象
と
し
た
全
体
傾

向
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
施
し
た
。

紙
幅
の
関
係
か
ら
、
こ
こ
で
は
全
体
傾
向

だ
け
を
紹
介
す
る
。

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で「
コ
ロ
ナ	

疲
れ
」の
傾
向
が
明
ら
か
に

　
図
１
は
、
疲
労
の
度
合
い
を
高
・
中
・

低
の
３
群
に
分
け
、
生
活
習
慣
お
よ
び
自

覚
症
状
と
の
関
係
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
疲
労
度
合
い
の
高

い
群
と
低
い
群
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
項

目
が
、
疲
労
度
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
疲
労
の
度
合
い
が
少
な
い

生
活
習
慣（
図
１–

１
）と
し
て
は
、
仕
事

の
時
間（
が
短
い
）、睡
眠
時
間（
が
長
い
）、

友
人
・
知
人
と
の
時
間（
が
長
い
）、運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
の
頻
度（
が
高
い
）、歩
数
の
変

化（
増
加
）、
趣
味
・
娯
楽
の
時
間（
が
多

い
）、休
養
・
く
つ
ろ
ぎ（
の
時
間
が
長
い
）

と
な
る
。
一
方
、
疲
労
の
度
合
い
が
高
い

群
で
は
、
ス
マ
ホ
の
利
用
時
間
が
長
い
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

自
覚
症
状
（
図
１–

２
）
と
し
て
は
、

疲
労
の
度
合
い
が
高
い
群
は
、
い
ら
い
ら

や
精
神
的
・
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
が
高
い
の

は
当
然
と
し
て
、
体
の
だ
る
さ
が
突
出
し

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
同
社
で
は

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
「
生
活
習
慣
で
の

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
頻
度
や
歩
数
の
変
化

と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
図
２
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
不
調
）

の
度
合
い
を
高
・
中
・
低
の
３
群
に
分
け
、

生
活
習
慣
と
の
関
係
（
図
２ –

１
）
、
自

覚
症
状
と
の
関
係
（
図
２–

２
）
を
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
化
し
た
も
の
だ
。

　
生
活
習
慣
、
自
覚
症
状
と
も
に
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス（
不
調
）の
度
合
い
が
高
い
群

と
低
い
群
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
項
目
は

「
疲
労
の
度
合
い
」と
同
じ
よ
う
な
傾
向
だ
。

た
だ
自
覚
症
状
に
お
い
て
、
い
ら
い
ら
や
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＊2　レポートは、神戸市職員共済組合のサイトで閲覧できる。https://kobe-kyosai.jp/?p=4708

精
神
／
肉
体
ス
ト
レ
ス
、
体
の
だ
る
さ
な

ど
の
項
目
で
、
い
っ
そ
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

コ
ロ
ナ
疲
れ
と
う
ま
く	

付
き
合
う
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
同
社
が
ま
と

め
た
レ
ポ
ー
ト
＊
２
で
は
、
コ
ロ
ナ
疲
れ

を
回
避
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て「
疲
労

度
合
い
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
不
調
）の
度

合
い
が
低
い
群
の
特
徴
を
取
り
入
れ
て
み

る
」と
し
て
、
次
の
４
点
を
挙
げ
て
い
る
。

◦
知
人
・
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
す
る

◦
運
動
習
慣
を
維
持
、
運
動
の
時
間
を
設

け
る

◦
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
大
切
に
す

る
◦
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
利
用
時
間
に
気

を
付
け
、
生
活
リ
ズ
ム
を
守
る

　
い
ず
れ
も
、
直
感
的
、
経
験
的
に
導
き

出
さ
れ
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
効
果
を
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
可
視
化
す
る

こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
る
職
員

に
も
、
そ
の
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
健

ス
タ
ッ
フ
等
に
も
、
よ
り
納
得
感
の
あ
る

も
の
に
し
た
の
が
、
今
回
の
実
証
実
験
の

成
果
と
い
え
る
。
指
導
や
介
入
の
一
助
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■メンタルヘルス（不調）の度合いが高い群　■メンタルヘルス（不調）の度合いが中間の群　■メンタルヘルス（不調）の度合いが低い群
赤い下線：高い群と低い群の差が大きい項目
図1、2ともに
◦全期間における被験者に対し平均…0、分散…1となるよう正規化を行い、メンタルヘルスの度合いとそれぞれの群でクラス分けをした後、各リスク群ごとの項目の平均値を算出した。
◦状態の変化については、生活の規則性／肩こり／頭痛／腰痛／腹痛・胃痛／目の疲れ／目のかすみは低値ほど増加または悪化したことを示す。その他の項目はプラスが増加を示す。

図1　疲労の度合いと生活習慣／自覚症状

図2　メンタルヘルス（不調）の度合いと生活習慣／自覚症状

図1-1　生活習慣との関係 図1-2　自覚症状との関係

■疲労の度合いが高い群　■疲労の度合いが中間の群　■疲労の度合いが低い群　赤い下線：高い群と低い群の差が大きい項目

図2-1　生活習慣との関係 図2-2　自覚症状との関係


